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部活動数 部活動所属生徒数 在籍生徒数

R1 R2 R3 R4

部活動数（部） 222 215 212 206

部活動所属生徒数（人）
【在籍生徒数に対する加入割合】（％）

6147
【83】

6042
【82】

5785
【80】

5646
【78】

在籍生徒数（人） 7345 7311 7186 7160

■奈良市立中学校の部活動の状況推移

【実態】
・在籍生徒数は、減少傾向にある。
・部活動に所属する生徒数また、割合は、年々
減少してる。

・教員数について今後減少が見込まれる。
・設置部活動数は、大きな増減が見られない。

【懸念事項】
・少子化の進展により、中学校の生徒数は減
少しているが、設置部活動数については規
模が変わっていない。

・在籍生徒数と部活動所属生徒数の差が拡大
しつつあることから、今の生徒のニーズと
部活動がマッチしていない可能性がある。

・教員だけでの、部活動運営が困難になる。

• 顧問や部員の不足により、大会やコンクール等への参加だけでなく、日頃の活動すら維持してい
くことができない可能性が生じる

R1 R2 R3 R4

教員（人） 468 466 459 463

【参考】中学校教員数推移

※R４については附属中学校の開校により、教員数が増加した。

（部）

（人）

生徒数と部活動所属生徒数及び設置部活動数（令和４年度末段階）
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奈良市中学校部活動設置状況（R5段階）

運動部

文化部
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奈良市における学校部活動のあり方や地域移
行の方向性、課題、また、対応の方向性を検討
するにあたり、その基礎となる児童生徒、保護
者、教職員の意向を捉えるために実施する。

１ 調査目的 ２ 実態把握したい主な内容

〇スポーツ及び文化芸術活動のニーズ

〇部活動地域移行に期待すること

〇部活動地域移行について感じている不安や課題

３実施予定期間及び調査対象
〇令和５年１０月中旬から１１月初旬
※市立小学校４２校、市立中学校２２校において、以下
の対象者へ実施する。

対象 対象人数

児童生徒
市立小学校４・５・６年生児童 ７,７１９

市立中学校１年生生徒 ２,２８７

保護者
市立小学校４・５・６年生児童保護者 ７,７１９

市立中学校１年生生徒保護者 ２,２８７

教職員 市立中学校教職員 ５６９

対象者合計 ２０,５８１

４ 実施及び回答方法

【実施方法】
〇Googleフォームによ
る実施

【回答方法】
〇児童生徒
タブレット端末より

〇保護者・教職員
専用QRコードより

※対象人数は令和５年度学校基本調査（R５.５.１）による

実態把握アンケート調査（案） 学校教育課
2023/09/22

資料④



〇少子化等の影響により市立中学校において、部活動の小規模化が進行。団体競技等によっては、学校単位の部活動の維持が困難。
〇将来にわたり、本市の子どもたちがスポーツ・文化芸術活動に継続して親しむことができる仕組みを構築していくことが必要。

〇 地域での多様な体験や様々な世代との交流をつうじた学びな
ど新しい価値の創出できるよう発達の段階やニーズに応じた
多様な活動ができる環境を整備する。

〇 地域の実情に応じた生徒のスポーツ・文化芸術活動の最適化
を図り、地域による体験格差を解消する。

〇 何かひとつの競技や文化芸術活動に取り組むのではなく、
ジャンルに捉われず様々な経験を積むことができる環境を
構築する。

〇地域の生徒や他世代間との交流をとおして、子どもの人格形成等に寄
与する。

〇多様な種目・分野の経験により、将来のトップアスリートや音楽家等
文化芸術の専門家等を育成

〇多世代間の交流を活性化させ、新たなスポーツ・文化芸術のコミュニ
ティーの創出をめざす。

〇学校の業務軽減につなげ、学校教育の質の向上を図る。
〇学校部活動の従前の概念を取り払う。

〇方針策定の趣旨

〇めざす方向性 〇期待する効果

自らの適性に気づき
高みへの挑戦

生涯にわたりスポーツ・文化を親しむ生き方の気づき

・学校単位部活動

・民間スポーツ・文化クラブ

・地域スポーツ・文化芸術団体

・拠点単位部活動
奈良市

市長部局
教育委員会

指導者

活動場所

地域人材・教員・部活動指導員等
民間事業者 ※教員は兼職兼業

✓ 地域で多様な活動を楽しめる
✓ 学校を超えた仲間の獲得
✓ 従前の部活動のようにひとつにこだわ

らない多様な体験
✓ 多様な世代との豊かな交流
✓ 引退という言葉がない生涯にわたる

それぞれの文化の愛好

国

県

方針

補助

・地域住民
・保護者

中学生

地域クラブ活動
多様な体験ができる場

JNO バンビシャス 奈良クラブ 等
トップランナーとの協働

育成

参画

参加

部活動のこれまでの
「当たり前」から抜け出し、
地域ぐるみで行う新しい
「当たり前」の創設

受
け
皿
母
体

奈良市のスポーツ・文化芸術活動のあり方に関する方針（案） 学校教育課
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